
ということである。阿須賀神社の 「阿」は接

頭語で 「須賀」は先に述べて きた 「スカ」即

ち 「州処」の意で、河口に堆積 された砂州 ・
さ し

砂嚇を意味している。熊野阿須賀神社は、熊

野川の河口閉塞を元にもどし、河口の健全な

機能を守 る神だったのである。r万葉集』に登

場する 「スカ」という普通名詞は、現在も各

地で普通名詞 として使われ、それが また、時

に、地名 ・神社名のように固有名詞化 して生

きているのであった。

民俗をたどり、確かめることによって古語

の意味が明らかになり、実感を増す ことがあ

る。一方、民俗 ・民俗語彙に古語を照応させ

ることによって民俗の古 さや源流を確かめる

こともできる。今後 も民俗 と古語の相互照射

を続けてゆきたい。

MemoriesofSouthampton

理工学部経営工学科

講師 前 田 節 雄

私は、近畿大学から平成3年4月1日 か ら

平成4年3月31日 の1年 間、好運に も英国サ

ウサ ンプ トン大学へ留学の機会が与え られま

した。好運の一っは、留学が出来たこと、 も

う一っはサウサ ンプ トン大学へ留学できたこ

とであります。と言いますのは、留学の話が

出て、経営工学科の第一候補に私が決まった

のが確か平成2年 の5月 中頃だったと記憶 し

ています。それまで留学は第三者のことでま

さか自分自身に回って来 ることはないと思っ

て、留学先等については何 も考えておらず、

9月 末頃までに行き先を決定 して提出 しなけ

ればな らなくなり焦 りました。ただ、「振動の

人体への影響の研究」をするのならサウサ ン

プ トン大学音響振動研究所人間工学研究部の

グリフィン教授の元で研究が出来ればいいな

と以前か ら思 っておりましたので、急遽、グ

リフィン教授へ、近畿大学か ら1年 間留学の

機会が与えられた事 と、グリフィン教授の提

案されている式と私の提案 している式との相

違点にっいて研究 したいとの内容の手紙を出

したのが6月 初旬だ ったと思 います。 グリ

フィン教授から返事をいただいたのが6月 末

頃。この返事がいただけるまでの数週間の長

く感 じたことは今で も忘れられません。「共同

研究をや りましょう」 との内容の手紙の嬉 し

かったことは言葉に出来ません。顔 も知らな

い、ただ、論文でよ く名前の見た、そ して、

振動の研究では世界で最 も知名度のある教授

から共同研究を承諾されたのですか ら。それ

か ら、数 回の手紙やFAXの や り取 りがあ

り、平成3年4月1日 に、胸いっぱいの不安

を持 って家族3人 で大阪空港をあとにしまし

た。
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非常 に親切な教授で、サウサ ンプ トンでの

宿泊先 も手配 して くださり、私がホテルへ到

着 した夜に電話を くださり、翌日には、教授

の車でホテルまで迎えに来て くださいま し

た。初対面のグリフィン教授 は非常に感 じの

いい、英国紳士 という感 じの人で第一印象が

非常に良 く、 この人となら一緒に研究をやっ

て行 くことが出来 ると思いま した。(図1参

照;こ の写真は1991年5月28日 にグリフィン

教授の家に招待された時のグリフィン教授家

族 とオフィスで同室だったネルソン君の奥さ

んのシボーヌ(右 端)と 私の家族)た だ、写

真のグリフィン教授はどう思われたかどうか

はわかりませんが。

この日か ら、長 くて短か った英国での生活

がスター トしました。大学の研究室へ案内さ

れ秘書の女性や他の研究者に紹介 されたり、

日本語のない世界で、 ぐったり疲れた1日 で

あ りました。それからの数 日間は、警察への

登録、大使館への在留届の提出、借家探 し、

車の購入、小学生の子供の現地小学校への入

学手続 き、ロンドンの日本語の補習校への入

学手続 き、そして、最 も大切な研究の打ち合

せ と、非常に忙 しい数週間でありました。私

と、妻 と、子供のそれぞれの生活が順調に始

まったの は5月 上旬頃か らだった と思 いま

す。 ここでは、家族3人 が利用 しましたサウ

サ ンプ トンの図書館について書かせて頂 きた

いと思います。

私が留学 しましたサウサ ンプ トン大学は図

2に 示 しますようなキャンパスで、英国での

大学の平均学生数が4000人 であるのに対 して

図1グ リフィン教授家族と筆者の家族

図2サ ウサ ンプ トン大学 キ ャ ンパ ス
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約7000人 という、英国では大きい大学であり

ます。私は図2のNα13、15の 音響振動研究所

にて1年 間実験等を行いま した。 この音響振

動研究所(ISVR)の 組織は図3に 示 しますよ

うに、5っ の研究 グループと2っ の コンサ

ルタン トユニッ トか ら出来てお ります。私が
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所属 しま したのはグリフィン教授の率 いる

rAudiologyand】 ヨumanEffects」 グ

ル ープの中のHumanFactorsResearch

Unitで あります。 このユニ ッ トは21人 の研

究スタッフで構成 され、15人 が振動の人体へ

の影響の研究を行 う研究者、3人 が研究実験

の装置等の設計 ・製作 ・準備を行う技術者、

そ して、秘書と図4の 写真の2人 のライブラ

リアンのジャッキー(左)と ジョン(右)で

あ ります。このユニッ トには独 自の図書室が

あ り、振動の人体への影響の研究に関する論

文が約8000本 が整理 されており、いつでも、

見て必要な もの はコピーすることがで きま

す。私にとりましては、非常に便利で読みた

いと思 うものはほとんど探す ことが出来ま し

た。手元に、論文が揃っていることのありが

たさを痛感いたしま した。ただ、ここで見っ

か らないものや、図書等に付いては、図書の

プロのジョンに依頼するとISVRの 図書室か

図5、 図6に 示 しますハー トレイ図書館へ手

配 して くれ、そこにない場合は外部へ依頼 し

て くれましたので、文献の入手等 に関 しては

何等苦労することはありませんで した。ハー

トレイ図書館は、サウサ ンプ トン大学のほぼ

中心部にあり、図5の 写真にありますように

非常に重厚な造 りの建物で、1階 のフロアー

には、喫茶室があり、私も妻 とよ くコーヒー

を飲んだ事を思いだします。

最後に子供と妻がよ く利用 しま した市立図

書館について書かせて頂きたいと思います。

名前はバージェスロー ドライブラ リーで、私

たち外国人でもグリーンカー ドを見せて登録

します と本などを自由に貸 してくれます。本

などと書 きましたのは、子供は、本以外にお

もちゃを3週 間おきに2種 類の物を自由に借

用でき、妻 は、ジグソーパズル等を借 りたり

することができます。また、 この図書館、い

や、英国の図書館全部かも知れませんが、夏

休みに子供たちに本を読ませるようにか もし

れませんが、4冊 の本を借 りて読み返却の時

に各本に用意された質問に答えられると賞が

与え られるというものであ ります。私の子供



図5サ ウサ ンプ トン大学 ハ ー トレイ図書 館

も記念にと参加 し、何 とか質問に答えること

が出来、その時に、図7の ような招待状を も

らうことが出来ました。1991年9月28日 に図

書館へ行 き、図8、9に 示 しますようにサウ

サ ンプ トン市の市長から一人ずつ図10に 示 し

ます表彰状を受け取 ることが出来ま した。子
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供にとりましてもいい記念 になったことだ と

思います。

このように、親子3人 、サウサ ンプ トンに

て一年間生活 し、それぞれがいい経験をする

ことができました。この様な機会を与えて下

さいま した近畿大学および経営工学科の各位

および共同研究のために私を快 く受け入れて

下 さいま したグ リフィ ン教授 に感謝致 しま

す。

また、私事ですが、今年 も、9月 の1ケ 月

間、あの整備された図書室のありますサウサ

ンプ トン大学音響振動研究所人間工学部のグ

リフィン教授の元へ共同研究 と学会発表のた

め出張いた します。いろんなノウハウを吸収

し今後の教育 ・研究に役立てていきたいと考

えてお ります。

これにて、留学時に利用 しましたサウサン

プ トンでの図書館の思い出に付いての筆をお

かせていただきます。

図10表 彰状

和歌山市立博物館 秋季特別展 「近世日本医学と華岡青洲」に出品の本館所蔵品の一部
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